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都市部

水源地域

流域連携の強化と担い手の導入

水源地域のニーズ、魅力を伝えるための広報戦略
企業、NPO、協力隊などそれぞれのニーズを捉え、
活動の場を提供
相互が理解、交流を深め、継続的な連携を実現

水源地域の役割を上下流で共有することにより、流域が一体となり連携した水源地域の活性化を図る。
担い手の導入には、水源地域の受け入れ体制の構築が重要
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（出典：内閣官房
水循環政策本部事務局の図に加筆）



水源地域振興による持続可能性及び循環型経済社会の概念

水源地域に存在するものについて環境、社会、経済を組み合わせることにより創出されるものが持続可能な地域
につながる。
地域のリソースが流れない仕組みを循環させることによって地域の活性化が図られる。

サステナビリティ（持続可能性）

水源地域に存在：水、森林、土地、景観、生物

創出されるもの：産業、観光、文化、教育
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ＳＤＧｓにより水源地域振興の目標達成


